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神
奈
川
県
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
と
天
秤
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
神
奈
川
県
弁
護
士
会

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
期
間
中
に
流
れ
た
大
手
飲

料
メ
ー
カ
ー
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

の
フ
レ
ー
ズ
が
面
白
い
。「
４

年
も
あ
っ
た
の
に
」
▼
Ｃ
Ｍ

は
、
飲
み
物
を
用
意
し
忘
れ

た
人
が
慌
て
て
買
い
出
し
に

行
く
も
、
試
合
開
始
に
間
に

合
わ
ず
、
ゴ
ー
ル
が
決
ま
っ

た
シ
ー
ン
を
見
逃
し
て
が
っ

か
り
す
る
と
い
う
も
の
だ
▼

事
前
の
準
備
が
大
切
だ
と
気

付
か
さ
れ
る
。
試
合
開
始
前

に
な
ぜ
準
備
し
て
お
か
な
か

っ
た
の
か
と
。
実
際
は
、
爽

や
か
な
Ｃ
Ｍ
で
あ
る
▼
「
準

備
の
天
才
」
と
言
わ
れ
た
サ

ッ
カ
ー
選
手
が
い
る
。
元
サ

ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
中
田
英

寿
さ
ん
で
あ
る
▼
中
田
さ
ん

の
こ
と
を
「
準
備
の
天
才
」

と
言
っ
た
の
は
、
財
前
宣
之

さ
ん
▼
財
前
さ
ん
は
中
田
さ

ん
と
同
世
代
の
元
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
で
、
中
田
さ
ん
が

テ
レ
ビ
取
材
を
受
け
た
際
、

絶
対
に
敵
わ
な
か
っ
た
サ
ッ

カ
ー
の
天
才
が
い
た
事
実
を

語
り
、
そ
れ
が
財
前
さ
ん
で

あ
っ
た
▼
そ
の
財
前
さ
ん

が
、
中
田
さ
ん
の
準
備
す
る

能
力
の
凄
さ
を
語
っ
て
い
た

の
が
印
象
深
い
。
二
人
の
天

才
が
互
い
を
尊
敬
す
る
姿
に

感
動
を
覚
え
る
▼
何
事
も
準

備
が
大
切
だ
と
理
解
し
て
い

る
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
▼
原
稿
の
期
限

も
、
準
備
書
面
の
期
限
も
、

気
付
け
ば
「
４
週
間
も
あ
っ

た
の
に
」
の
顛
末
で
あ
る
。

 

（
安
達　

慎
司
）

第
61
回
日
弁
連
人
権
擁
護
大
会
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
若
者
の
就
労
と
貧
困
」

　

日
時　

平
成
30
年
９
月
３
日（
月
）
午
後
６
時
30
分
〜

　

場
所　

神
奈
川
県
弁
護
士
会
館

職
に
就
任
す
る
会
員
と
、
厳

し
い
職
務
を
全
う
し
た
会
員

と
が
一
堂
に
会
し
た
光
景

は
、
当
会
会
員
が
日
弁
連
や

法
テ
ラ
ス
、
司
法
研
修
所
な

ど
の
運
営
の
重
要
な
一
翼
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

確
認
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

特
に
、
本
年
は
、
例
年
よ

り
も
多
い
７
名
の
会
員
が
激

励
や
慰
労
を
受
け
た
。
こ
れ

は
、
当
会
が
各
方
面
に
お
い

て
果
た
し
て
い
る
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
と
も

に
、
今
後
に
続
く
べ
き
会
員

を
大
い
に
励
ま
す
も
の
で
あ

っ
た
。（会

員　

田
渕　

大
輔
）

い
、
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
た
。
そ
し

て
、
会
員
激
励
会
・

慰
労
会
は
盛
況
の
う

ち
に
散
会
と
な
っ
た
。

　

新
た
に
重
要
な
役

　

６
月
８
日
、
日
弁
連
主
催

の
全
国
一
斉
労
働
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。

　

６
月
30
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

被
害
対
策
・
地
方
消
費
者
行

政
充
実
会
議
（
通
称
ク
レ
ち

ほ
）
が
主
催
し
、
当
会
が
共

催
し
た
標
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

先
立
ち
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済

等
を
利
用
し
た
消
費
者
被
害

の
推
移
と
現
状
や
被
害
救
済

方
法
に
つ
い
て
の
特
別
講
義

が
行
わ
れ
た
。

６
月
10
日
の

「
労
働
の
日
」

の
前
後
に
、

全
国
統
一
の

電
話
番
号

（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）で
、

全
国
の
弁
護

士
会
で
一
斉

に
実
施
さ
れ

て
い
る
。
今

年
も
、
当
会

で
は
、
全
国

売
お
断
り
ス
テ
ッ

カ
ー
に
関
す
る
条

例
制
定
へ
向
け
た

活
動
内
容
、
消
費

者
団
体
（
消
費
者

会
議
か
な
が
わ
）

の
活
動
内
容
等
に

つ
い
て
も
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
フ
リ
ー
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
相
談
窓

口
の
充
実
、
消
費
者
被
害
防

止
の
た
め
の
見
守
り
活
動
と

地
域
連
携
、
消
費
者
被
害
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
、

神
奈
川
県
、
横
浜
市
の
担
当

者
、
県
内
の
消
費
者
団
体
や

相
談
員
を
交
え
、
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
最
先
端
の
議
論
を
踏
ま

え
た
講
義
が
多
数
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
弁
護
士
と
し
て

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
大
い
に

役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
消

費
者
被
害
の
未
然
防
止
の
た

め
に
、
行
政
へ
の
働
き
か
け

や
消
費
者
団
体
、
地
域
団
体

と
の
連
携
な
ど
の
活
動
を
継

続
的
に
行
う
こ
と
の
重
要
性

を
改
め
て
知
ら
さ
れ
る
貴
重

な
経
験
と
な
っ
た
。

（
会
員　

西
村　

誠
）

　

こ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、

２
０
１
３
年
以
来
、
日
弁
連

の
呼
び
か
け
を
受
け
、
毎
年

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
神

奈
川
県
内
に
お
け
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
問
題
に
関
す
る
相
談
の

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
被
害
に
関
す
る
最
新

の
最
高
裁
判
決
、
消
費
者
関

係
法
令
の
改
正
状
況
、
多
重

債
務
対
策
と
生
活
再
建
支
援

に
関
す
る
講
義
が
な
さ
れ

た
。
更
に
、
神
奈
川
県
・
横

浜
市
の
消
費
者
行
政
の
取
組

や
、
当
会
に
お
け
る
訪
問
販

当会の精鋭、ここに集う当会の精鋭、ここに集う

12 時間にわたって相談に対応する会員

熱弁する小野仁司当会消費者
問題対策委員会委員長

激励を受ける竹森会員（右）

で
も
最
長
と
な
る
午
前
10
時

か
ら
午
後
10
時
ま
で
の
12
時

間
に
わ
た
り
、
３
回
線
の
電

話
で
16
名
の
会
員
が
参
加

し
、
相
談
を
受
け
付
け
た
。

　

今
年
の
当
会
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
で
受
け
た
相
談
は
合
計

71
件
で
、
労
災
、
解
雇
、
賃

金
未
払
等
様
々
な
相
談
が
あ

っ
た
。
特
に
多
か
っ
た
相
談

内
容
は
、
い
じ
め
・
パ
ワ
ハ

ラ
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
相
談
者
の
中
に
は
、
こ

れ
ま
で
相
談
先
を
見
つ
け
ら

れ
ず
泣
き
寝
入
り
を
覚
悟
し

て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
テ
レ

ビ
で
こ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

実
施
を
知
り
、
よ
う
や
く
相

談
が
で
き
た
と
い
う
方
も
い

た
。

　

就
労
形
態
が
多
様
化
す
る

一
方
、
雇
用
環
境
の
悪
化
の

問
題
も
次
々
に
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
現
在
、
我
々
弁
護

士
が
専
門
的
知
識
を
も
っ

て
、
労
働
者
の
相
談
を
受
け

る
必
要
性
は
更
に
高
ま
っ
て

い
る
。
貧
困
問
題
対
策
本
部

で
は
、
今
後
も
継
続
し
て
、

当
該
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

（
会
員　

小
野　

通
子
）

　

冒
頭
、芳
野
直
子
会
長
が
、

右
７
名
の
会
員
そ
れ
ぞ
れ
に

向
け
て
、
活
躍
の
様
子
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
、
温
か
い
祝
辞
や
慰
労

の
言
葉
を
述
べ
た
。次
い
で
、

７
名
全
員
が
１
人
ず
つ
壇
上

に
て
、
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

日
弁
連
の
役
職
に
就
い
た

竹
森
会
員
、
武
内
会
員
か
ら

は
、
日
弁
連
に
お
い
て
担
当

す
る
業
務
の
紹
介
が
あ
っ
た

後
、
重
責
を
担
う
こ
と
へ
の

抱
負
と
強
い
決
意
が
述
べ
ら

れ
た
。
ま
た
、
退
任
と
な
る

二
川
会
員
か
ら
は
、
日
弁
連

事
務
次
長
と
し
て
取
り
組
ん

だ
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
３
名
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
、
日
弁
連
の
活
動

の
中
で
当
会
会
員
と
接
す
る

機
会
が
非
常
に
励
み
に
な
る

こ
と
が
語
ら
れ
、
当
会
会
員

の
支
援
に
対
す
る
感
謝
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

法
テ
ラ
ス
神
奈
川
地
方
事

務
所
所
長
に
就
任
す
る
武
井

会
員
、
退
任
す
る
高
橋
会
員

か
ら
は
、
弁
護
士
会
と
は
別

の
組
織
で
あ
る
法
テ
ラ
ス
を

運
営
し
て
い
く
こ
と
の
や
り

が
い
や
苦
労
が
語
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
司
法
研
修
所
教
官

に
就
任
す
る
安
達
会
員
、
妹

尾
会
員
か
ら
は
、
自
身
の
司

法
修
習
生
時
代
の
思
い
出
話

や
、
教
官
に
就
任
す
る
に
至

っ
た
経
緯
、
教
官
の
職
責
を

果
た
し
て
い
く
上
で
の
抱
負

な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
７
名
と
関
わ
り

の
深
い
会
員
が
、
順
次
、
激

励
や
ね
ぎ
ら
い
の
挨
拶
を
行

　

６
月
29
日
、
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
、
会
員

激
励
会
・
慰
労
会
が
１
０
５
名
の
参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
本
年
は
、
竹
森
裕
子
会
員
が
日
弁
連
副
会
長
、
武
内
大

徳
会
員
が
日
弁
連
事
務
次
長
、
武
井
共
夫
会
員
が
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
神
奈
川
地
方
事
務
所
所
長
、

安
達
信
会
員
及
び
妹
尾
孝
之
会
員
が
司
法
研
修
所
教
官
に
、

そ
れ
ぞ
れ
就
任
す
る
に
あ
た
っ
て
の
激
励
会
と
、
二
川
裕
之

会
員
が
日
弁
連
事
務
次
長
、
高
橋
理
一
郎
会
員
が
法
テ
ラ
ス

神
奈
川
地
方
事
務
所
所
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
っ
て
の
慰
労

会
と
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
た
。

全国一斉

実
施
実
施

労働相談労働相談
　ホットライン　ホットライン

ク
レ
ち
ほ　

第
34
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
神
奈
川

〜
消
費
者
行
政

 

頑
張
ろ
う
じ
ゃ
ん
!!
〜

～会員激励会・慰労会、盛大に開催される～～会員激励会・慰労会、盛大に開催される～
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皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
６
月
よ
り
、
か
な

が
わ
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律

事
務
所
の
社
員
弁
護
士

と
し
て
加
入
し
た
青
木

一
愛
（
か
ず
ち
か
）
と

申
し
ま
す
。

　

私
は
、
生
ま
れ
も
育

ち
も
横
浜
市
で
あ
り
、

関
東
学
院
大
学
法
科
大

学
院
時
代
に
は
、
多
く

の
当
会
会
員
か
ら
指
導

を
受
け
、
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
司
法
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
司
法
修
習
後
、
福

岡
県
の
「
弁
護
士
法
人

あ
さ
か
ぜ
基
金
法
律
事

務
所
」
に
入
所
し
ま
し

た
。「
あ
さ
か
ぜ
」
事

務
所
は
「
か
な
パ
ブ
」

と
同
じ
く
、
司
法
過
疎

地
に
赴
任
す
る
弁
護
士

当
会
会
員
ら
計
90
名
が
参
加

し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
死

刑
制
度
の
是
非
を
「
日
本
人

　

５
月
15
日
、
当
会
会
館
に

て「
死
刑
制
度
を
考
え
る
日
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
当
会
主
催

で
開
催
さ
れ
、
一
般
市
民
、

を
養
成
す
る
事
務
所
で
す
。

「
あ
さ
か
ぜ
」
で
約
２
年
間

修
業
し
た
後
、
平
成
27
年
３

月
か
ら
今
年
の
５
月
ま
で
、

長
崎
県
の
「
対
馬
ひ
ま
わ
り

基
金
法
律
事
務
所
」
の
５
代

目
所
長
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。

風
光
明
媚
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

さ
て
、
約
３
年
間
対
馬
に

居
住
し
て
い
た
の
で
、
対
馬

に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま

す
。

　

対
馬
は
、
数
年

前
に
は
仏
像
が
盗

ま
れ
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
で
有
名
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
昨
年
に

は
、
朝
鮮
通
信
使

が
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
記
憶
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
等
、
古

来
よ
り
朝
鮮
半
島

と
の
交
流
の
重
要

な
拠
点
と
な
っ
て

き
た
国
境
の
島
で

す
。
近
年
は
、
韓

国
か
ら
の
観
光
客

が
年
間
で
30
万
人

を
超
え
て
い
ま

す
。
人
口
３
万
人

程
度
の
島
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る

と
、
相
当
多
数
の

観
光
客
で
あ
る
と

感
じ
て
頂
け
る
と

思
い
ま
す
。
平
成

　

６
月
25
日
、

毎
年
恒
例
の

「
女
性
の
権
利

１
１
０
番
」が
、

当
会
と
日
弁
連

の
共
催
（
神
奈

川
県
の
後
援
）

で
実
施
さ
れ

た
。「
女
性
の

権
利
１
１
０

番
」
は
、毎
年
、

男
女
共
同
参
画

週
間
（
６
月
23

日
か
ら
29
日
）

に
あ
わ
せ
て
全

国
各
地
の
単
位

会
が
実
施
し
て

い
る
。

　

６
回
線
の
臨

時
電
話
を
設
置

し
、
午
前
10
時

の
宗
教
心
」
か
ら
考
え
る
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
（
い
わ
ゆ
る
「
お

西
」）
中
原
寺
前
住
職
で
あ

る
平
野
俊
興
師
を
招
き
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
木
村
保
夫

会
員
が
務
め
て
行
わ
れ
た
。

平
野
師
は
、
死
刑
確
定
者
の

教
誨
師
を
長
年
勤
め
て
き
た
。

　

教
誨
師
は
宗
教
家
が
任
命

さ
れ
、
そ
の
数
は
全
国
で
１

８
６
０
名
ほ
ど
で
あ
る
。
仏

教
系
、
キ
リ
ス
ト
教
系
、
神

道
系
、
教
派
神
道
系
な
ど

様
々
な
宗
教
家
が
い
る
が
、

割
合
と
し
て
は
仏
教
系
が
圧

28
年
に
は
東
横
イ
ン
も
出
店

し
、
対
馬
で
は
最
高
層
の
14

階
建
の
ホ
テ
ル
が
い
つ
も
満

室
近
い
状
況
で
す
。

　

離
島
と
い
う
こ
と
で
風
光

明
媚
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
は

事
欠
き
ま
せ
ん
。
日
本
の
渚

百
選
に
選
ば
れ
た
三
宇
田
浜

（
み
う
だ
は
ま
）
の
海
水
浴

場
、
日
本
一
の
清
流
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
三
根
川

（
み
ね
が
わ
）、
日
本
最
古
の

銀
杏
と
よ
ば
れ
る
琴
の
大
銀

杏
、
満
潮
時
に
は
海
中
に
鳥

居
が
浮
か
ぶ
和
多
都
美
（
わ

た
づ
み
）
神
社
等
は
、
私
が

対
馬
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
を

案
内
す
る
主
要
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。

　

な
お
、
３
年
間
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
野

生
の
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
と
カ

ワ
ウ
ソ
に
は
つ
い
ぞ
出
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
代
わ
り
、
自
宅
の

庭
に
鹿
が
お
散
歩
に
来
て
い

る
シ
ー
ン
は
何
度
も
目
撃
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
対
馬
で
の
経
験

を
「
か
な
パ
ブ
」
で
養
成
を

受
け
る
勤
務
弁
護
士
達
に
伝

え
る
立
場
と
な
り
、
そ
の
重

責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、今
後
と
も
「
か
な
パ
ブ
」

に
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
会
員　

青
木　

一
愛
）

か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
女
性

の
権
利
だ
け
で
な
く
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
問
題
に
つ
い
て
も
電
話

相
談
を
受
け
付
け
た
。

　

今
年
は
13
名
の
弁
護
士
が

待
機
し
て
、
15
件
の
相
談
を

受
け
た
。
そ
の
中
で
も
離
婚

及
び
離
婚
に
関
連
す
る
相
談

が
10
件
と
最
多
で
あ
っ
た
。

電
話
で
気
軽
に
話
を
聞
け

る
、
そ
れ
も
匿
名
で
相
談
で

き
る
の
が
、
弁
護
士
相
談
の

敷
居
を
低
く
し
て
い
る
の
だ

と
思
う
。

　

ど
こ
で
「
女
性
の
権
利
１

１
０
番
」
を
知
っ
た
の
か
聴

き
取
り
を
し
て
み
る
と
、
弁

護
士
会
（
相
談
セ
ン
タ
ー
な

ど
）
か
ら
紹
介
さ
れ
た
と
い

う
方
が
４
名
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
や
市
役
所
な
ど
行
政
機

倒
的
に
多
く
、
１
１
０
０
名

以
上
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

平
野
師
は
、
教
誨
師
と
し

て
の
経
験
を
語
り
、
親
鸞
の

言
葉
を
引
い
て
、
死
刑
確
定

者
と
も
同
じ
地
平
に
立
つ
１

対
１
の
人
間
と
し
て
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
を

説
い
た
。
あ
る
死
刑
確
定
者

は
、
平
野
師
に
「
生
き
た
い

と
思
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で

し
ょ
う
か
」
と
問
い
か
け
た

と
い
う
。
平
野
師
は
「『
生

き
た
い
』
と
い
う
の
は
最
期

ま
で
絶
対
に
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

更
に
、
死
刑
制
度
の
是
非

に
つ
い
て
平
野
師
は
、
大
変

難
し
い
問
題
と
指
摘
し
、
被

害
者
の
方
々
の
心
情
に
寄
り

添
い
つ
つ
、「
恨
み
は
憎
し

み
に
よ
っ
て
消
え
な
い
、
慈

愛
に
よ
っ
て
こ
そ
解
け
る
」

と
い
う
釈
迦
の
教
え
を
説
い

た
。
ま
た
、「
宗
祖
（
親
鸞
）

の
、
何
が
善
で
何
が
悪
か
は

人
間
は
言
え
な
い
ん
だ
、
と

い
う
教
え
は
私
の
中
に
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　

平
野
師
は
「
死
刑
制
度
を

無
く
し
た
い
と
い
う
の
が
私

の
気
持
ち
。
そ
の
一
方
で
そ

れ
に
代
わ
る
も
の
を
同
時
進

行
で
考
え
て
作
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
」
と
も
問
い

か
け
て
い
る
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日

本
人
の
宗
教
心
と
い
う
視
点

か
ら
死
刑
制
度
を
考
え
る
と

い
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

 

（
会
員　

桒
野　

庸
司
）

関
で
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
方

が
３
名
で
あ
っ
た
。

　

意
外
だ
っ
た
の
は
、
東
京

三
会
の
「
女
性
の
権
利
１
１

０
番
」
を
取
材
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
電
話
し

た
方
が
２
名
い
た
こ
と
。
テ

レ
ビ
の
影
響
力
は
大
き
い
。

横
浜
弁
護
士
会
時
代
に
、
当

会
の
「
女
性
の
権
利
１
１
０

番
」
が
お
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
に

流
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
は
電
話
が
鳴
り
や
ま

ず
大
盛
況
に
な
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
。

　

来
年
の
「
女
性
の
権
利
１

１
０
番
」
が
更
に
盛
況
に
な

る
よ
う
、
広
報
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

（
会
員　

湯
山　

薫
）

死
刑
制
度
を
考
え
る
日　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

死
刑
制
度
を
考
え
る
日　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

離婚問題への離婚問題への
 相談が多数 相談が多数

和
多
都
美
神
社
の
鳥
居

相談を受ける会員たち

平野俊興師

対馬

女性の権利110番開催女性の権利110番開催

国境の島から横浜へ国境の島から横浜へ
かな
パブ最

前線

日
本
人
の
宗
教
心
か
ら
見
た
死
刑
制
度

●三宇田浜●三宇田浜

●和多都美神社●和多都美神社

●対馬ひまわり基金
  法律事務所
●対馬ひまわり基金
  法律事務所

●琴の大銀杏●琴の大銀杏

三根川●三根川●
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昨
年
12
月
、
司
法
担
当
に
な
っ

た
。
弁
護
士
は
刑
事
事
件
だ
け
で

な
く
、
労
働
問
題
や
行
政
訴
訟
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
素
直
な
「
困

っ
た
」
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
職

業
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

特
に
印
象
深
い
の
は
、
被
害
者

代
理
人
だ
。
当
初
は
「
取
材
を
拒

否
し
、
良
く
て
コ
メ
ン
ト
を
出
す

だ
け
の
仕
事
だ
」
と
反
感
を
持
っ

て
い
た
が
、取
材
を
続
け
る
中
で
、

あ
る
時
は
「
壁
」
と
し
て
報
道
陣

か
ら
守
り
、ま
た
あ
る
時
は
「
窓
」

と
し
て
社
会
に
伝
え
て
い
る
姿
を

知
っ
た
。

　

私
自
身
「
二
度
と
事
件
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
」
と
の
思
い
は

も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
自
身
が
も
し

同
じ
境
遇
に
な
っ
た
ら
「
今
は
そ

っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
言

う
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、「
も
し
か
し
た
ら
次

は
取
材
に
応
じ
て
も
ら
え
る
の
で

は
」
と
「
被
害
者
に
接
触
し
な
い

で
ほ
し
い
」
と
頼
む
代
理
人
弁
護

士
の
要
求
を
守
ら
ず
、
そ
の
上
で

得
ら
れ
た
言
葉
も
あ
っ
た
。

　

答
え
は
出
て
い
な
い
。
が
、
大

切
に
し
た
い
こ
と
は
あ
る
。

　

私
は
長
崎
市
出
身
だ
。
祖
母
は

看
護
師
で
、
原
爆
投
下
直
後
、
直

接
被
爆
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の

多
く
の
被
爆
者
を
治
療
し
た
と
い

う
話
を
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
。
詩

人
・
石
垣
り
ん
さ
ん
の
「
挨
拶
」

と
い
う
詩
に
こ
ん
な
一
節
が
あ
る
。

　
　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
朝

　
　

 
一
瞬
に
し
て
死
ん
だ
二
五
万

人
の
人
す
べ
て

　
　

い
ま
在
る

　
　

あ
な
た
の
如
く　

私
の
如
く

　
　

 

や
す
ら
か
に　

美
し
く　

油

断
し
て
い
た

　
「
つ
い
さ
っ
き
ま
で
あ
っ
た
日

常
が
一
瞬
で
崩
れ
た
」
こ
と
を
広

く
伝
え
た
い
。

　
「
人
が
死
ん
だ
」で
は
な
く
、「
い

か
に
生
き
て
い
た
か
」
を
伝
え
る

こ
と
で
、「
日
常
の
尊
さ
」
が
少

し
で
も
読
者
に
伝
わ
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

 

（
読
売
新
聞　

田
上　

拓
明
）

「
日
常の

尊さ」伝えたい

な
い
な
ど
、
多
く
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
け
れ

ど
も
、
今
日
ま
で
、
地
位
協

定
は
一
度
も
改
定
さ
れ
ず
、

ま
た
そ
の
運
用
も
ほ
と
ん
ど

改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

　

布
施
氏
は
、
長
く
こ
の
問

題
に
つ
い
て
取
材
し
て
き
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

今
回
は
、
特
に
米
軍
機
の
飛

行
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
、

日
本
が
、
同
じ
敗
戦
国
の
ド

イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
と
比
較
し

て
も
、
ど
れ
ほ
ど
米
軍
に
自

由
な
行
動
を
許
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
話
を

し
た
。

　

例
え
ば
日
本
で
は
、
日
米

合
同
委
員
会
で
、
航
空
管
制

に
つ
い
て
「
米
軍
機
に
優
先

的
な
取
扱
い
を
与
え
る
」
と

合
意
し
、
米
軍
機
の
低
空
飛

行
訓
練
に
つ
い
て
も
基
地
の

上
空
外
で
も
広
く
実
施
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ

お
ろ
か
折
り
返
し
地
点
も
ま

だ
ま
だ
見
え
て
い
な
い
。

　

手
帳
に
は
次
々
と
予
定
が

入
り
、
来
年
の
３
月
の
予
定

が
入
る
と
、
何
だ
か
も
う
す

ぐ
（
平
成
31
年
の
）
３
月
な

の
で
は
な
い
か
と
一
瞬
思
っ

た
り
す
る
が
、
そ
れ
は
悲
し

い
錯
覚
で
し
か
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
３
か
月
、
理
事
者
に

な
っ
て
改
め
て
驚
い
た
の

は
、
当
会
の
委
員
会
等
の
数

で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
や
Ｗ
Ｔ
、
協

議
会
と
い
っ
た
も
の
も
含
め

に
対
し
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ

ア
で
は
、
地
位
協
定
の
改
定

を
行
い
、
現
在
で
は
、
米
軍

機
の
自
由
な
訓
練
は
許
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
。
米
軍
に

対
し
低
空
飛
行
訓
練
の
規
制

を
迫
っ
た
イ
タ
リ
ア
側
代
表

は
、「
米
軍
機
が
飛
ぶ
の
は

イ
タ
リ
ア
の
空
だ
。
私
が
規

則
を
決
め
、
あ
な
た
方
は
従

う
の
み
だ
。」
と
述
べ
た
と

い
う
。

　

布
施
氏
は
、
こ
の
問
題
は

ほ
か
で
も
な
く
主
権
の
問
題

な
の
だ
と
指
摘
す
る
。

　

多
く
の
国
民
が
必
要
な
も

の
と
受
け
止
め
て
き
た
日
米

安
保
条
約
で
あ
る
が
、
米
国

に
差
し
出
し
て
い
る
の
が
、

私
た
ち
の
主
権
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
目
下
の
課
題
で
あ
る

ど
ん
な
憲
法
が
欲
し
い
の
か

と
い
う
問
い
す
ら
も
、
た
だ

虚
し
い
ば
か
り
な
の
だ
。

（
会
員　

櫻
井　

み
ぎ
わ
）

る
と
１
０
０
近
く
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
の

委
員
会
活
動
を
ふ
り
返
る

と
、
委
員
会
に
は
所
属
し
、

そ
こ
そ
こ
出
席
は
し
て
い
た

も
の
の
、
そ
ん
な
に
熱
心
と

い
う
こ
と
で
も
な
く
、
言
わ

れ
た
こ
と
を
最
低
限
こ
な
し

て
き
た
程
度
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
理
事
者
に
な

っ
て
様
々
な
委
員
会
に
お
け

る
活
動
を
見
聞
き
す
る
と
、

ど
の
委
員
会
等
に
お
い
て

も
、
非
常
に
真
面
目
か
つ
熱

心
に
活
動
し
て
い
る
会
員
が

多
数
お
り
、
頭
が
下
が
る
ば

か
り
で
あ
る
。
理
事
者
と
し

て
も
、
こ
れ
ら
会
員
の
活
動

を
で
き
る
限
り
支
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　

さ
て
、
次
に
ふ
り
返
っ
た

時
に
は
、
次
期
理
事
者
の
就

任
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
っ

て
い
な
い
か
な
あ
。

ふ
り
返
る
と

理
事
者
室

だ
よ
り

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

の
は
６
月
末
の
こ
と
で
あ

り
、
理
事
者
に
な
っ
て
や
っ

と
３
か
月
が
経
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
う
、
や
っ
と
。

　
「
ふ
り
返
る
と
い
つ
の
間

　

５
月
23
日
、
当
会
の
人
権

擁
護
委
員
会
が
主
催
し
て
、

日
米
地
位
協
定
の
学
習
会

を
、
当
会
会
館
に
て
開
催
し

た
。
講
師
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
布
施
祐
仁
氏
で
あ
る
。

　

日
本
に
駐
留
す
る
米
軍
に

は
様
々
な
特
権
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
米

兵
の
犯
罪
が
公
正
に
裁
か
れ

副
会
長　

西
本　

暁

に
か
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ

て
い
た
」
な
ん
て
い
う
話
を

よ
く
聞
く
が
、今
の
と
こ
ろ
、

ふ
り
返
っ
て
も
折
り
返
し
地

点
は
も
ち
ろ
ん
見
え
な
い

し
、
前
を
見
て
も
ゴ
ー
ル
は

講師の布施祐仁氏

常議員会
の い ま

１期日１発言
会員　村松　聡一郎（60期）

　

私
は
、
横
浜
で
の
司
法
修

習
を
経
て
、
平
成
19
年
に
弁

護
士
登
録
し
た
。
昨
年
で
登

録
が
10
年
を
経
過
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
は
会
務
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
知
識
が
な
か
っ

た
。
こ
の
度
、
同
期
の
推
薦

を
受
け
て
立
候
補
し
、
選
挙

の
結
果
、
何
と
か
当
選
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

常
議
員
会
は
、
毎
月
１
回

開
催
さ
れ
る
。
選
挙
を
経
て

常
議
員
と
な
っ
た
以
上
は
、

責
任
を
も
っ
て
、
で
き
れ
ば

欠
席
す
る
こ
と
な
く
、
任
務

を
全
う
し
た
い
。

　

常
議
員
会
の
予
定
時
間

は
、
15
時
か
ら
18
時
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
の

と
こ
ろ
、
17
時
頃
に
は
閉
会

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
時

間
的
な
負
担
は
あ
ま
り
多
く

な
い
。

　

常
議
員
会
は
、
こ
れ
ま
で

の
会
長
声
明
な
ど
の
会
の
活

動
を
踏
ま
え
、
今
後
の
会
の

あ
り
方
を
決
め
て
い
く
も
の

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
会

の
活
動
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど

知
識
の
な
い
私
に
と
っ
て

は
、
常
議
員
会
が
勉
強
の
機

会
で
あ
る
。議
題
に
つ
い
て
、

昨
年
の
執
行
部
や
現
執
行
部

か
ら
丁
寧
な
説
明
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
勉
強

と
な
っ
て
い
る
。

　

常
議
員
に
な
る
に
当
た

り
、
諸
先
輩
か
ら
は
、
１
期

日
に
１
回
は
発
言
す
る
よ
う

に
と
檄
を
飛
ば
さ
れ
た
が
、

残
念
な
が
ら
今
ま
で
の
と
こ

ろ
発
言
す
る
機
会
は
あ
ま
り

な
い
。
私
が
驚
い
た
の
は
、

重
鎮
の
会
員
の
い
る
前
で
、

若
手
会
員
が
、
積
極
的
に
御

発
言
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
、
私

自
身
も
積
極
的
に
発
言
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

日米地位協定についての日米地位協定についての
学習会を開催学習会を開催

米
軍
機
の
飛
行
問
題
に

米
軍
機
の
飛
行
問
題
に

  

焦
点
を
当
て
て

焦
点
を
当
て
て
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高校生模擬裁判選手権高校生模擬裁判選手権

予選を突破した法政国際のみなさん

法
政
国
際
が

 

県
予
選
突
破

　

本
選
で
は
、
各
県
の
代
表

校
が
課
題
記
録
に
基
づ
い
て

尋
問
や
論
告
・
弁
論
を
行
い
、

そ
の
内
容
を
競
い
合
う
こ
と

に
な
る
。

　

当
会
で
の
予
選
段
階
で

は
、
昨
年
よ
り
「
ビ
デ
オ
予

選
方
式
」を
採
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
参
加
校
が
記
録
に

基
づ
い
て
事
前
に
論
告
と
弁

論
の
発
表
を
ビ
デ
オ
撮
影

し
、
そ
の
ビ
デ
オ
の
内
容
を

当
委
員
会
で
審
査
し
、
本
選

出
場
校
を
決
め
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

本
年
は
、公
文
国
際
学
園
、

湘
南
白
百
合
学
園
、
清
泉
女

学
院
、
桐
光
学
園
、
法
政
大

学
国
際
（
旧
・
法
政
女
子
）

及
び
横
浜
雙
葉
の
６
校
の
生

徒
た
ち
か
ら
応
募
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

　

６
月
２
日
、
第
12
回
高
校
生
模
擬
裁
判
選
手
権
神
奈
川
県

予
選
会
の
結
果
発
表
と
表
彰
式
が
、
当
会
会
館
に
て
実
施
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
来
る
８
月
の
同
選
手
権
関
東
大
会
本
選
に

出
場
す
る
神
奈
川
県
代
表
の
１
校
を
、
当
会
法
教
育
委
員
会

に
て
選
抜
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

「
常
連
校
」と
も
呼
べ
る
猛
者

た
ち
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
各
校
の
作
品
の

上
映
を
行
う
と
と
も
に
、
課

題
作
成
者
で
あ
る
髙
井
英
城

会
員
に
よ
る
講
評
が
行
わ
れ

た
。
課
題
は
「
窃
盗
罪
に
お

け
る
共
謀
の
有
無
」と
い
う
、

我
々
実
務
家
で
も
苦
戦
す
る

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

ど
の
学
校
も
素
晴
ら
し
い
作

品
を
提
出
し
て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
、
厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
法
政
国
際
の
生
徒

た
ち
が
、
見
事
本
選
出
場
へ

の
切
符
を
手
に
し
た
の
で
あ

る
。

　

生
徒
た
ち
の
若
い
頭
脳

は
、
ま
さ
に
ス
ポ
ン
ジ
の
如

く
新
し
い
こ
と
を
吸
収
し
て

く
れ
る
。

　

そ
し
て
今
回
の
発
表
会
を

通
じ
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
が
ま
す
ま
す
加
速

し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

な
生
徒
た
ち
の
成
長
を
目
の

当
た
り
に
で
き
る
の
が
、
委

員
と
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

携
わ
る
醍
醐
味
で
あ
る
。

　

次
の
戦
い
ま
で
約
２
か

月
！
来
た
る
べ
き
本
選
で

は
、
更
な
る
成
長
を
経
て
立

派
な
「
検
察
官
」
や
「
弁
護

人
」
と
な
っ
た
生
徒
た
ち
に

出
会
え
る
こ
と
を
期
待
し
、

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
！

（
会
員　

久
保　

友
宏
）

目指目指せせ本選優勝！本選優勝！

上海市律師協会来会

積極的な交流の継続を確認
ム
ン
デ
ィ
ア
ヴ
ォ
カ
（
法
曹
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）

を
終
え
て

│
チ
ー
ム一
丸
で
優
勝
め
ざ
す
│

　

６
月
８
日
、
当
会
と
友
好

関
係
に
あ
る
上
海
市
律
師

（
弁
護
士
）
協
会
の
訪
問
団

が
当
会
を
表
敬
訪
問
し
た
。

当
会
と
上
海
市
律
師
協
会

は
、
平
成
21
年
に
友
好
協
定

を
締
結
し
、
定
期
的
な
相
互

訪
問
、
共
同
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
な
ど
の
交
流
を
継
続
し
て

い
る
。

　

潘
书
鸿

潘
书
鸿
副
会
長
を
団
長
と

す
る
訪
問
団
は
総
勢
７
名
。

今
回
は
、
刑
事
弁
護
の
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
律
師
を
中

心
に
来
会
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
上

海
と
の
交
流
で
は
、
主
に
企

業
法
務
に
携
わ
る
律
師
が
多

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で

の
交
流
が
実
現
し
た
。

　

当
会
の
池
田
博
毅
副
会
長

が
、会
館
内
を
案
内
し
た
後
、

懇
親
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
上
海
の
律
師
か
ら
は
、

弁
護
士
に
対
す
る
懲
戒
制
度

の
手
続
や
内
容
等
具
体
的
な

質
問
が
あ
り
、
日
本
に
お
け

る
弁
護
士
会
の
運
営
に
つ
い

て
の
関
心
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

今
後
も
よ
り
積
極
的
な
交

流
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
、

当
会
が
上
海
を
訪
問
す
る
こ

と
を
約
し
今
回
の
交
流
は
終

了
し
た
。

 

（
会
員　

山
田　

一
誠
）

記念品を交換する潘副会長と池田副会長

チームでの記念撮影

　

５
月
４
日
か
ら
12
日
に
か

け
て
、
法
曹
サ
ッ
カ
ー
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
あ
る
ム
ン

デ
ィ
ア
ヴ
ォ
カ
が
ス
ペ
イ
ン

の
カ
ン
ブ
リ
ル
ス
の
地
で
開

催
さ
れ
た
。
今
大
会
に
は
３

０
０
０
人
以
上

の
弁
護
士
等
が

参
加
し
、
参
加

国
は
約
40
か
国

に
の
ぼ
っ
た
。

約
40
か
国
が
参

加
し
て
い
る

が
、
ム
ン
デ
ィ

ア
ヴ
ォ
カ
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
都

市
対
抗
で
あ
る

た
め
、
各
国
か

ら
複
数
チ
ー
ム

参
加
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　

当
会
サ
ッ
カ

ー
部
は
、
福
岡

県
弁
護
士
会
サ

ッ
カ
ー
部
と
合
同
チ
ー
ム
と

し
て
参
加
し
た
。
ム
ン
デ
ィ

ア
ヴ
ォ
カ
も
本
家
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
と
同
様
に
予
選
は
４

チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
か
ら
始

ま
る
。

　

予
選
リ
ー
グ
は
、ト
ル
コ
・

モ
ロ
ッ
コ
・
イ
ラ
ン
の
チ
ー

ム
と
対
戦
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
い
ず
れ
の
チ
ー
ム
も
体

格
が
大
き
く
、
圧
倒
さ
れ
る

思
い
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の

良
さ
で
あ
る
組
織
力
で
戦
う

こ
と
で
世
界
各
国
の
チ
ー
ム

と
渡
り
あ
っ
て
い
け
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
初
戦
の
ト
ル
コ

戦
は
、
０
対
２
の
完
敗
で
あ

っ
た
。
世
界
の
厳
し
さ
を
知

っ
た
わ
が
チ
ー
ム
は
、
試
合

後
修
正
点
を
話
し
合
い
、
勝

利
に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
一
丸

と
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

新
た
な
思
い
で
迎
え
た
２

戦
目
の
モ
ロ
ッ
コ
戦
は
、
前

半
に
前
田
八
郎
会
員
が
得
点

を
決
め
、
そ
の
一
点
を
守
ろ

う
と
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
を
し
た
結
果
、

１
対
０
で
見
事
勝
利
を
収
め

た
。

　

３
戦
目
は
惜
し
く
も
イ
ラ

ン
チ
ー
ム
に
０
対
１
で
負
け

て
し
ま
っ
た
た
め
、
予
選
順

位
は
３
位
と
な
り
、
17
位
か

ら
32
位
の
順
位
決
定
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
む
こ
と
と
な
っ

た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
初
戦
は

チ
ュ
ニ
ジ
ア
チ
ー
ム
と
の
対

戦
と
な
っ
た
。
初
戦
は
小
池

翼
会
員
の
得
点
に
よ
り
１
対

０
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
通

算
成
績
を
五
分
に
戻
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
戦
目
は
敗

戦
と
な
っ
た
も
の
の
、
３
戦

目
は
、
松
原
範
之
会
員
及
び

前
田
会
員
の
得
点
に
よ
り
２

対
０
で
勝
利
し
た
。

　

最
終
戦
は
、
及
川
健
一
郎

会
員
が
得
点
を
決
め
勝
利
は

目
の
前
に
迫
っ
て
い
た
も
の

の
、
残
り
時
間
わ
ず
か
の
と

こ
ろ
で
同
点
に
追
い
つ
か

れ
、
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、
敗
戦
と

な
っ
た
。

　

最
終
順
位
は
、
39
チ
ー
ム

中
22
位
で
あ
っ
た
。
大
会
通

じ
て
世
界
の
壁
を
感
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
世
界
の
レ

ベ
ル
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
良
い
経
験
と
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

る
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
い
つ
か
優
勝

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

日
々
鍛
錬
に
励
み
た
い
。

（
会
員　

荻
野　

貴
史
）

　

今
年
も
我
が
家
で
は
カ
ブ

ト
ム
シ
の
成
虫
が
大
繁
殖
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
も
ら
っ
て
き

た
幼
虫
の
飼
育
を
始
め
て
、

年
を
経
る
ご
と
に
湿
度
の
管

理
や
腐
葉
土
の
交
換
時
期
の

見
極
め
等
の
ス
キ
ル
も
上
達

し
、
う
ま
く
育
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
カ
ブ
ト
ム
シ
の
飼

育
で
す
が
、
子
ど
も
達
の
興

味
も
年
々
と
薄
れ
、
そ
ろ
そ

ろ
終
了
し
よ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

風
鈴
の
音
を
聞
き
な
が

ら
、
子
育
て
の
一
つ
の
ピ
リ

オ
ド
の
終
わ
り
を
実
感
し
て

少
し
感
傷
的
な
気
分
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

デ
ス
ク　

早
川　

和
孝

　

記　

者　

田
渕　

大
輔

　
　
　
　
　

高
橋　

健
二

　
　
　
　
　

安
達　

慎
司

　
　
　
　
　

中
嶌　

慶
子

　
　
　
　
　

波
田
野
馨
子

　
　
　
　
　

西　

雄
一
郎
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